
１．はじめに

当該工事は、クリーク防災機能保全対策事業の

一環で、稲作に必要な用水機能と貯水機能を兼ね

備えた水路を、法面崩壊などにより機能低下を抑

制する整備工事です。

施工延長：L＝３８６．９ｍ、１６―１―１号 L＝１７２．２m

１６―１―２号 L＝２１４．７m水路高（直高）H＝４．０ｍ

工事概要

�１ 工 事 名：平成２０年度起工第３号クリーク

防災機能保全対策事業 木佐木

東部地区 水路工事（１６―１号）

�２ 発 注 者：福岡県筑後川水系農地開発事務所

�３ 工事場所：福岡県三瀦郡大木町大字上木佐木

地内

�４ 工 期：平成２０年９月１８日～

品質管理

２９

地盤改良工の施工管理について

福岡県土木施工管理技士会

株式会社 廣瀬組

工事部

現場代理人

宮 原 弘 幸

Hiroyuki Miyahara

写真―３ １６―１―２号クリーク着手前

写真―４ １６―１―２号クリーク完成
写真―１ １６―１―１号クリーク着手前

写真―２ １６―１―１号クリーク完成
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平成２１年３月１７日

�５ 工事概要：土工

泥土掘削 ５，０００m３

流用土盛土工 ２，１９０m３

地盤改良工マッドミキサー攪拌 ２，１０８m３

法覆護岸工ブロックマット ４，５３４m２

水路付帯工管理階段 ３箇所

板柵工 ２２．５m

コンクリート柵渠工（１，０００＊１，０００） ７．５m

法面工法面植栽工 １，２９０m２

仮設工仮設道路設置 ５３０m３

図―１ 標準断面図

図―２ コンクリート柵渠部断面図

２．現場における課題・問題点

当工事箇所は、粘性土からなる軟弱な地盤であ

る為、法覆護岸工（ブロックマット）の基礎とな

る箇所は（図―３参照）、地盤改良工（セメント改

良）を行う。そこで、不可視部分となる地盤改良

工を如何に設計の改良深度、目標強度を確保した

構造物に施工するかが課題であった。

地盤改良工は、改良深度１．３mと比較的浅い部

類の混合処理だったが、一般的なバックホウのバ

ケット混合処理では、ムラなく混合するのは困難

なので強度のバラツキが発生する。構造物の基礎

となる重要な箇所の改良の為、マッドミキサー工

法（図―４参照）で改良を行った。

改良深度を管理する上で、均一に攪拌混合され

た地盤を掘削などして、地盤を乱しながら管理す

る方法などではなく、最小限の方法で管理するこ

とを重要視し当作業所で行った施工管理を述べる。

図―３ 地盤改良工部分横断図

図―４ マッドミキサー概要図
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３．対応策・工夫・改良点

クリーク内の水替え完了後、発注者と打合せし、

現地土を３箇所採取した。採取した現地土で設計

の目標強度（６０KN/m２）が確保できるセメント

添加量を室内配合試験により求め、添加量６０kg/

m３で行うことにした。また、雨水や湧水の影響

で強度不足とならないよう、水路の中央部に素堀

側溝を設けておき、改良面のドライワーク施工を

徹底した（写真―５）。

写真―５ ドライワーク施工の状況

事前に作成しておいた割付図に基づき現地にピ

ッチ割を行い、強度にムラがでないよう均等にセ

メントを散布し、改良中は深度不足にならないよ

う、攪拌混合時は攪拌翼に装備した深度管理バー

での確認（写真―６、７）を行った。攪拌混合完

了時は、サンプラーによる確認（写真―８～１０）

と塩ビ管方式による確認（写真―１１、１２）の２方

法による管理を行い深度不足が起きないよう対策

を施した。

写真―７ 深度管理バーによる確認

写真―８ サンプラー検収

写真―９ サンプラーの残尺検測

写真―１０ サンプラーによる確認

写真―６ 攪拌翼検収
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サンプラーによる確認方法とは、H鋼に土留め

弁を加工した物を、硬化する前に改良面に打込み

引抜くことで、地中の改良土を必要最小限採取で

き、改良土にフェノールフタレイン溶液を散布し

セメントとの反応（赤紫色に変色）を目視確認す

ることができる。また、地中の改良土が採取でき

ることで、上・中・下層の供試体が作製でき（写

真―１３）圧縮強度で改良ムラによるバラツキを確

認できる方法である。

塩ビ管方式による確認方法とは、地盤改良後、

硬質塩化ビニール管（VPφ１００）を改良面に打込

み、改良体が硬化するまで（約３日程度）存置さ

せ引抜くことで、塩ビ管の中に留まった改良体を

採取できるが、塩ビ管打込み時に表層部分も押し

下げる為、改良体は実施深度より短く採取してし

まう。しかし、地山との境が明確に分かるので、

改良底の基準高を管理でき、地表の基準高からの

差し引きで改良深度が管理できる。

全８箇所試験を行った改良体の一軸圧縮強度の

結果表を示します（図―５参照）。

以上の対策を行ったことで、改良深度が不足し

た箇所も強度不足の箇所もなく均一な改良ができ

た。

図―５ 一軸圧縮強度一覧表

４．おわりに

これらの対策を行い出来形・強度不足もなく地

盤改良工を終えることができたので、それ以後の

工程にも影響なく進めることができ無事工事を完

成することができました。

その他にいろいろな管理方法があると思います

が、現地の状況に応じた施工管理を調査し、今ま

で以上の施工管理ができるよう努力していこうと

思います。

写真―１３ 供試体作製

写真―１１ 塩ビ管設置高さ確認

写真―１２ 塩ビ管方式による確認
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